
鮮やかな青紫色の蝶。丘陵地や低山地の落葉広葉

樹林に棲み、その美しさと全国に見られることから

「日本の国蝶」に選ばれている。開いた翅が12㎝

位ある大型の蝶で、翅の表は雄が黒褐色の地に青紫

色が目立ち、雌は茶色をしている。翅の裏はともに

薄い黄色。

6～7月に成虫になり、広い林の高所をすばやく

飛び、よくクヌギやコナラなどの樹液を吸い、8月

頃、食樹のエノキなどに産卵し、一生を終える。孵

化した幼虫は、葉を食べ育ち、冬には地表の落ち葉

に潜り込んで越冬し、春に食樹に登って若葉を食べ、

5月頃に蛹になる。このような食樹や樹液の出る木

があり、落ち葉も残る広く豊かな林が、この青紫の

蝶を育んでいる。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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高尾山のいきものたち

小学生を連れた森林観察や丸太切り体験用の材料
採取などの作業を安全に行うため、毎年春先に女王
蜂を捕獲するためのトラップを設置します。今回、
設置数週間後に回収したトラップの一つを持ち帰り、
中の蜂を取りだしてみてびっくり！！一つのトラッ
プの中に女王蜂と思われるオオスズメバチ十数匹を
含むスズメバチが全部で42匹も入っていました。

森林観察コースに毎年継続的に設置するトラップ
には、入ってもせいぜい数匹程度ですが、今回42
匹を捕獲したトラップは、材料採取のため今年初め
てヒノキ人工林の中のやや開けた小さな尾根上に設
置したものです。このエリアでは１㌶ほどの範囲に
五つ仕掛けましたが、大量に入ったのは同じような
環境の所の二つで、残りの三つにはほとんど入って
いませんでした。誘引液（酒、酢、砂糖）の配合や
トラップに入れた量はほぼ同じです。捕獲数にこん
なに差が出るのには驚きです！

女王蜂がどのような環境の場所に多く生息し、ま
た飛来するのか、ある程度わかると捕獲効率がより
高まるのですが・・・。（枝）

取り出したハチ

驚き桃の木
高尾の記

どのような場所がお好き？？

トラップに入ったハチ
こんなにおおきい

トラップの設置
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当センターでは6月28

日から展示室のみ開館し

ています。クラフト室は

引き続き閉館中です。ご

了承下さい。

ヤブカンゾウの花

この中の１本を選んで観察を続けます！

カッパを着て元気に生き物さがし

6月28日（月）、八王子市立みなみ野小学校３年

生101名を対象とした出前森林教室を行いました。

樹木や森林についての基本的な講義については、

４月26日にリモート講義という形で実施済みです。

今回は、その講義を踏まえ、校庭に植えられてい

る樹木について特徴などの説明を行いました。2回

ほど雨天延期となってしまいましたが、今回は天気

も良いなかで開催できました。

児童たちは、自分が１年間観察すると決めた樹木

について、講師からの説明を聞きつつメモを取った

り、葉や樹皮を触ったりしながら「この葉っぱ、

ざらざらしてる！」など歓声を上げながら特徴を学

んでいきました。説明の合間に次々と質問があり、

時間が足りなくなりそうな１日でした。（磯）

６月４日（金）に、多摩市立第三小学校５年生
５１名の森林教室を開催しました。

当日はあいにくの雨。予報では大雨になるとのこ
とで予定したスケジュールを変更し、午前中は全員
で森林観察を実施しました。

雨天でしかもコロナウイルス感染拡大に伴う緊急
事態宣言が発出されている中での実施であることか
ら、できるだけ密の状態になることを避けるため、
昼食場所を炭焼き小屋とキャンプ場管理棟の２ヶ所
に分けるなど変則的な森林観察となりましたが、児
童たちは、案内する職員に色々と質問したり、夢中
になってサワガニを探したり、初めて見るクガビル
にびっくりしながらも恐る恐る触ったりして雨の日
ならではの森林観察を楽しんでいました。

午後は、森林学習と丸太切りをクラスごとに交互
に実施しました。合羽を着ての丸太切りにちょっと
やりにくそうでしたが、代わる代わる挑戦していま
した。閉校式では、「初めて見る植物や生き物

を観察できて勉強になった」、「丸太切りが楽し
かった」等の感想が述べられ、雨の中での森林教室
に疲れも見せず「また来ます」と言いながら帰って
行きました。

大雨になるとの予報に反し大した雨は降らず、今
年度初めての森林教室を無事に終了することができ
一安心した１日となりました。（谷）


